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「
郷
土
愛
、
つ
な
が
り
を
育
む
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」
に
参
加
し
て
（
Ａ
さ
ん
）

私
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
施
策
評
価
書
に
沿
い

質
問
や
意
見
を
行
い
、
各
施
策
を
評
価
す
る
形

で
進
め
ら
れ
、
最
終
的
に
基
本
施
策
を
総
合
評

価
し
ま
し
た
。

単
年
度
ご
と
の
総
括
（
問
題
点
と
改
善
点
）

が
求
め
ら
れ
る
私
の
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、

基
本
目
標
「
１
地
域
で
育
む
ひ
と
づ
く
り
」
１
ー

１
「
地
域
で
大
切
に
す
る
子
育
て
環
境
」
（
施

策
評
価
書
）
町
職
員
３
名
と
モ
ニ
タ
ー
２
名
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
提
案
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
れ
ば
、

と
い
う
こ
と
で
、
①
単
年
度
ご
と
の
施
策
評
価

基
準
を
決
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
評
価
の
基

準
は
、
単
年
度
ご
と
の
総
括
（
ど
う
取
り
組
ん

だ
か
、
問
題
は
何
か
、
改
善
点
は
何
か
）
が
出

さ
れ
な
け
れ
ば
、
評
価
が
で
き
な
い
の
で
は
？

と
質
問
し
た
。
②
町
民
意
識
調
査
で
も
質
問
し

た
が
、
昨
年
（
Ｒ
３
年
４
月
）
と
本
年
（
Ｒ
４

年
４
月
）
の
人
口
比
△
４
８
０
名
が
減
少
し
て

い
る
が
こ
の
原
因
は
何
か
、
が
明
ら
か
に
な
ら

な
け
れ
ば
評
価
が
難
し
い
の
で
は
？
と
。
し
か

し
具
体
的
な
回
答
は
出
な

か
っ
た
。

事
実
、
子
育
て
事
業
で

は
、
「
町
民
意
識
調
査
に
よ
る
満
足
度
」
は
、

Ｒ
２
＝
89
，
Ｒ
３
＝
78
，
Ｒ
４
＝
76

と
年
々

下
が
っ
て
来
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
に
は
、
人

口
減
少
の
一
因
が
如
実
に
表
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
グ
ル
ー
プ
討
議
の
結
果
の
評
価
で
は
、

１
～
４
点
で
、
評
価
ⅱ
「
計
画
・
目
標
に
向
け
、

子
育
て
事
業
で
は
、
「
一
部
に
努
力
を
要
す
る

が
概
ね
順
調
」
と
言
う
説
明
に
な
り
ま
す
。

①
保
育
園
の
建
設
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
、
予

想
以
上
に
工
事
経
費
が
掛
か
り
父
母
か
ら
も

不
信
の
声
が
あ
る

②
人
口
減
少
や
少
子
化
へ
の
対
応
の
遅
れ

③
親
の
厳
し
い
子
育
て
の
現
状
（
経
済
的
）
の

認
識
が
不
足

④
父
母
・
住
民
へ
の
広
報
Ｐ
Ｒ
の
必
要
性
（
知

ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
積
極
的
な
協
力
と
施
策

の
充
実
が
図
ら
れ
る
）

等
が
討
議
の
中
で
出
さ
れ
た
。
（
続
き
裏
面
）

２
度
目
の
評
価
委
員
を
引
き
受
け
た

が
、
な
ぜ
か
気
が
進
ま
な
か
っ
た
。
私

の
グ
ル
ー
プ
は
、
町
職
員
３
名
に
対
し
、

町
民
参
加
は
私
一
人
だ
け(

も
う
一
人
は

欠
席)

で
あ
っ
た
。
募
集
を
何
度
も
か
け

た
が
引
き
受
け
手
が
な
か
っ
た
と
の
こ

と
。
町
民
は
私
一
人
だ
け
な
の
で
、
１

時
間
弱
の
時
間
は
ま
る
ま
る
自
分
の
も

の
。
と
に
か
く
「
評
価
」
だ
け
で
な
く
、

町
へ
の
要
望
・
意
見
を
出
そ
う
と
決
心

し
た
。

①
各
地
域
の
公
民
館
は
老
朽
化
し
て
い

る
が
、
「
会
議
室
」
と
し
て
必
要
、

絶
対
残
し
て
ほ
し
い
。

②
利
用
度
の
低
い
図
書
館
は
統
合
し
、

美
浜
町
の
よ
う
な
大
き
な
図
書
館
を

作
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

③
山
海
小
学
校
が
廃
校
に
な
り
13
年
経

過
し
た
が
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
郷
土

資
料
館
は
開
館
で
き
る
の
か
！

④
戦
争
遺
跡(

回
天
・
震
洋
・
軍
人
像
な

ど)

を
放
置
す
る
の
で
は
な
く
、
美
浜

町
の
よ
う
に
後
世
に
伝
え
る
工
夫
を

し
て
ほ
し
い
。

⑤
学
校
部
活
の
社
会
体
育
へ
の
移
行
は

い
つ
か
ら
実
施
で
き
る
の
か
？

確
か
に
「
町
の
施
策
評
価
」
は
難
し

く
、
全
く
主
観
的
な
評
価
し
か
で
き
な

か
っ
た
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
町
民

と
し
て
の
意
見
・
要
望
は
出
せ
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
、
ぜ
ひ
、
来
年
は
評
価

委
員
と
な
り
、
町
や
地
域
を
よ
く
す
る

た
め
に
参
加
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

最
後
の
全
体
会
で
は
、
や
は
り
、
ほ

と
ん
ど
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
「
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
、
特
に
会

議
な
ど
に
つ
い
て
町

民
に
周
知
さ
れ
て
い

な
い
。
町
と
し
て
具

体
的
策
を
考
え
て
ほ

し
い
！
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
声
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
を

《
総
合
計
画
》
南
知
多
町
は
、
第
７
次
総
合
計
画
（
令
和
２
年
～
令

和
14
年
）
基
づ
き
住
民
代
表
と
共
に
各
年
次
ご
と
に
推
進
状
況
を
検

討
し
（
実
施
計
画
・
業
務
改
善
・
推
進
計
画
・
事
業
評
価
）
推
進
し

て
い
ま
す
。

《
評
価
委
員
会
》
今
回
は
、
前
期
計
画
（
令
和
３
年
～
６
年
）
期
間

中
の
第
２
回
目
と
し
て
開
か
れ
、
各
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
評
価
委

員
23
名
と
、
町
民
意
識
調
査
モ
ニ
タ
ー
（
１
０
０
名
）
の
内
14
名
、

町
か
ら
は
職
員
39
名
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
評
価
委
員
会
は
、

事
前
に
配
布
さ
れ
た
「
第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
３
ー
２

０
２
６
（
令
和
４
年
度
―
令
和
５
年
度
）
～
絆
・
選
ば
れ
る
理
由
が

あ
る
ま
ち
～
の
実
現
に
向
け
て
」
と
、
実
施
計
画
ま
と
め
、
業
務
改

善
推
進
計
画
ま
と
め
、
等
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
事
前
に
モ

ニ
タ
ー
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
「
町
民
意
識
調
査
に
よ
る
ニ
ー
ズ
等
」

が
担
当
す
る
事
業
の
「
主
な
予
算
事
業
」
と
共
に
評
価
委
員
に
配
布

さ
れ
討
議
に
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
海
っ
子
バ
ス
の
未
来
を
考
え
る
会
」
が
３
回
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
、
住
民
参
加
の
も
と
海
っ
子
バ
ス
の
あ
り
方
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
参
加
者
の
感
想
や
意
見
を
特
集
し
ま
す
。

「
地
域
で
大
切
に
す
る
子
育
て
環
境
」
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
（
Ｂ
さ
ん
）

国
葬
で
モ
リ
カ
ケ
サ
ク
ラ
闇
に
消
す

学
者
、
作
家
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど

市
民
が
集
会
、デ
モ
を
行
い
、「
安
倍
元

首
相
の
国
葬
や
め
よ
」の
声
を
上
げ
て

い
る
。
世
論
調
査
も
国
葬
反
対
の
声
が

大
き
い
の
に
、
岸
田
首
相
は
ご
り
押
し

す
る
の
か
！「
聞
く
力
」
は
、ど
こ
へ
行
っ

た
岸
田
首
相
。
国
民
の
声
を
聞
く
の
が

政
治
家
の
務
め
の
は
ず
。

<川柳コーナー>

第
２
回
南
知
多
町
総
合
計
画
の
評
価
委
員
会
・
「
海
っ
子
バ
ス
の
未
来
を
考
え
る
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た


